



































































末寺として設立した本覚寺を本山として，関東各地に昇運寺 ・法輸寺 ・迎春寺 ・実証寺 ・春光
寺・ 明星寺 ・幸福寺 ・光明寺などの道場を開設した。これらの道場はいずれも宗教法人格を持た










































































































ーネ ットのような新たなコミュニケーシ ョン手段を積極的に活用していることも ，先端的科学技
術とオカルティズムの共存という現代的状況を象徴していると言える 。
　第３に，こうした傾向は，巷間の書店に「精神世界の本」のコーナーが設えられて多くの顧客




夫・ 高木善之，科学分野では深野一幸 ・猪股修二 ・江本勝など）の著作が，たとえば春山茂雄著『脳内
革命』や飯田史彦著『生きがいの創造』に典型例を見るように，次々とヘスト　セラーとなっ て
いる精神状況にも通じているであろう 。
　この傾向は日本だけのものではなく ，ミリオン ・セラー“Ｏｕｔｏｎａ Ｒｉｍ ’’ で知られるハリウ ッ
ド女優のシャーリー・ マクレーンを象徴とする「ニューエイジ信仰」（霊魂，輪廻転生，精霊や宇宙
意識との交信などを信じ，幽体離脱などの霊的体験を通じて覚醒することによっ て人間の意識状態が進化す













































































　¢　霊は実体をもっ た存在である。　　　　　１５　９ ．５％　　１８　７ ．５％　３３　８ ．３％
　　　霊は人間の観念としての存在である 。　　１２７　８０ ．４％　　１８３　７６ ．３％　３１０　７７ ．９％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８３）
　４６　　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第６号）
　　　霊はいかなる意味においても存在しない。１６　１０ ．１％　　３９　１６ ．３％　５５　１３ ．８％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５８　　１００ ．０９６　　　　２４０　　１００ ．０９６　　３９８　　１００ ，０９６
◇設問２ ：「霊のたたり」について，該当する欄に○印を付して下さい 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際関係学部経済 ・経営学部　合計
　０　霊のたたりなど存在しない。　　　　　　１３２　８３ ．５％　　１６９　７２ ．５％　３０１　７６ ．９％
　　　霊のたたりは存在する。　　　　　　　　２６　１６ ．５％　　６４　２７ ．５％　９０　２３ ．１％




　　　仏教が霊を説いているため。　　　　　　１８　１１ ．４％　　　７　２ ．９％　２５　６ ．３％
　　　多額の金晶で除霊する詐欺行為のため。　１１１　７０ ．３％　　１７７　７２ ．８％　２８８　７２ ．４％
　＠　心の中に霊観念が住み着いているため。　１０１　６３ ．９％　　１３　５６ ．３％　２３６　５９ ．３％
　　　科学的な見方に習熟していないため。　　４６　２９ ．１％　　６４　２６ ．７％　１１０　２７ ．６％
　＠　霊障があると言われると気持ち悪いため。８５　５３ ．８％　　１０１　４２ ．１％　１８６　４６ ．７％

















































　「霊の存在」については，７７ ．９％（国際関係学部 ：８０ ．４％，経済 ・経営学部 ：７６．３％）が「霊は人問
の観念としての存在であ って，実体をもっ た存在ではない」と考えているが，一方，「霊は実体
































　「霊のたたりは存在しない」とする学生が７６．９％（国際関係学部 ：８３ ．５％，経済 ・経営学部 ：
７２ ．５％）であり ，およそ学生４人のうち３人は「霊のたたりは存在しない」と考えている。逆に ，















































































なっ た名のりなのに▼儀式には必ずといっ てよいほど弔詞がある。そのほとんどが慰霊である 。
「存天の霊よ来たり受けよ」「草葉のかげより見守 って下さい」「安らかにおねむり下さい。永遠


















































































































































































































































































　　 ａ． 旧来の認知を捨てることによっ て， 不協和を解消する 。
　　 ｂ． 新たな認知を無視ないし軽視することによっ て不協和を和らげ，旧来の認知を持ち続ける 。
　　 Ｃ． 無関連の認知を持ち出して，不協和を軽減する 。
　　　たとえば，「自分は喫煙者である」という自らの喫煙習慣に関する認知をもっ ていた人が，ｒ喫煙は
　　肺ガンの原因である」という認知に接した場合，ａ．新たな認知を受け入れて，喫煙をやめる ，ｂ
　　 「喫煙＝肺ガン原因説」は一部の学者の主張に過ぎないと考えて喫煙習慣を続ける ，Ｃ．喫煙は肺ガン
　　の原因かもしれないが，交通事故で死ぬよりはましと考えて心理的不協和を鎮撫する，の３つの行動
　　選択があり得るというのである。本文で引用した逸話についても ，認知的不協和の観点から解釈でき
　　ると思われる 。
（３９４）
